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サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
病
院
サ
ン
・
ル
イ
礼
拝
堂
中
央
祭
壇
は
幾

多
の
蝋
燭
が
終
日
と
も
さ
れ
、
そ
の
火
は
絶
え
ず
消
え
る
こ
と
が

な
い
。
筆
者
は
そ
こ
に
隣
接
す
る
サ
ク
リ
ス
テ
ィ
（
聖
具
室
）
発

行
の
同
病
院
沿
革
に
つ
い
て
の
草
槁
を
一
九
八
四
年
「
日
仏
医

学
」
（
第
一
七
巻
一
号
）
に
発
表
し
た
。
し
か
し
内
容
は
サ
ル
ペ
ト

リ
ェ
ー
ル
一
般
病
院
創
設
の
過
程
に
つ
い
て
は
総
論
的
事
実
に
終

始
し
た
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
筆
者
は
パ
リ
一
般
病
院

設
立
前
の
貧
民
大
事
務
局
（
の
困
醇
ｚ
ｐ
国
ご
詞
国
シ
ロ
ロ
向
の

勺
シ
ご
く
両
国
の
勗
罵
‐
届
届
）
を
祖
と
す
る
現
在
の
パ
リ
市
民
生
事

業
中
央
管
理
事
務
所
（
シ
ロ
三
目
ｚ
扇
弓
閃
醇
目
○
ｚ
⑦
両
ｚ
両
罰
シ
Ｐ
同

ロ
両
目
シ
の
の
勗
弓
シ
ｚ
○
国
勺
ご
ｍ
ｐ
Ｃ
ｐ
両
醇
勺
ン
詞
嗣
）
か
ら
の

文
献
を
入
手
し
、
そ
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
民
生
事
業
関
係

資
料
文
書
館
に
未
発
表
の
ま
ま
長
ら
く
保
管
さ
れ
て
い
た
言
ヨ
煙
‐

17

未
発
表
文
献
（
言
冒
号
自
〕
文
書
）
に
よ
る

パ
リ
一
般
病
院
の
誕
生

清
水
陽
人

９
○
国
文
書
と
称
す
る
も
の
で
、
一
八
四
○
年
当
時
、
民
生
事
業
の

文
書
係
巨
旨
、
ｇ
ｏ
ロ
が
訴
訟
事
件
や
所
有
地
に
関
す
る
自
分
の

仕
事
の
関
係
か
ら
、
植
物
園
の
す
ぐ
近
く
に
位
置
し
て
い
る
旧
ピ

テ
ィ
エ
の
一
般
病
院
創
設
、
特
に
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
創
設
に
関

す
る
初
期
の
審
議
議
決
を
複
写
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
一
六
五
六

年
九
月
十
一
日
、
一
六
五
六
年
九
月
二
十
七
日
の
議
決
だ
っ
た
。

さ
ら
に
言
冒
肖
９
口
が
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
礼
拝
堂
に
関
す
る

特
別
文
書
の
中
か
ら
最
も
意
義
深
い
と
し
て
い
る
引
用
文
等
で
あ

つ
（
》
Ｏ

冨
旨
月
宮
口
の
生
涯
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
第
二
帝
政
の
間
、

驚
き
も
な
く
輝
き
も
な
く
続
い
た
が
、
一
八
五
三
年
在
庫
元
帳
の

事
務
長
、
次
い
で
出
納
監
査
役
と
な
っ
て
一
八
七
○
年
六
五
歳
で

死
亡
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
民
生
事
業
関
係
資
料
文
書
館
に
は
一

般
病
院
の
文
献
が
三
○
○
あ
っ
た
と
い
わ
れ
た
が
、
一
八
七
○
年

普
仏
戦
争
が
勃
発
、
同
文
書
館
は
文
献
の
保
護
に
奔
走
し
、
一
部

は
地
下
室
に
一
部
は
特
別
区
画
の
本
棚
に
一
部
は
屋
根
裏
部
屋
に

別
に
十
二
の
大
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
文
献
が
地
下
道
の
最
も
日
当
り

の
よ
く
な
い
場
所
に
隠
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
八
七
一
年
六
月
一
日

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
時
の
大
破
壊
に
よ
り
、
無
傷
の
十
二
の
大
ケ
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－
ス
を
除
い
て
す
べ
て
が
灰
と
化
し
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

は
一
六
七
七
年
か
ら
一
六
八
七
年
ま
で
の
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
の

審
議
議
決
に
つ
い
て
の
特
別
報
告
で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
言
ヨ
四
ｇ
ｏ
ロ
文
書
の
方
の
一
六
五
六
年
九
月
十
一

日
、
一
六
五
六
年
九
月
二
十
七
日
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、

こ
れ
よ
り
以
前
、
一
五
三
二
年
か
ら
一
六
一
二
年
の
間
に
一
般
病

院
創
設
の
前
兆
と
な
っ
た
貧
民
大
事
務
局
時
代
が
あ
る
。
一
つ
は

フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
も
と
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
パ
リ
市
長
や

市
参
事
官
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
十
二
名
の
委
員
そ
し
て
市
当

局
、
司
祭
、
有
力
者
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
高
等
法
院
評
定
官
三
六

名
の
役
員
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
一
六
五
六
年
一
般
病

院
設
立
ま
で
乞
食
に
対
す
る
戦
い
の
主
要
な
機
関
だ
っ
た
。
も
う

一
つ
は
ア
ン
リ
四
世
の
死
後
一
六
一
○
年
摂
政
と
な
っ
た
マ
リ

ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
ッ
ス
の
設
立
し
た
ピ
テ
ィ
エ
病
院
で
あ
る
。
こ

の
設
立
は
二
つ
の
側
面
が
あ
り
一
つ
は
信
心
に
よ
る
貧
民
救
済
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
パ
リ
の
通
り
か
ら
乞
食
を
一
掃
す
る
治
安
維

持
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
図
は
貧
民
を
病
院
に
監
禁
し
て
食
物
を
与

え
仕
付
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
事
業
は
パ
リ
の

数
千
人
の
乞
食
に
食
料
の
分
配
の
場
所
あ
る
い
は
子
供
や
老
人
及

び
逮
捕
さ
れ
た
娼
婦
の
宿
泊
の
場
所
と
し
て
し
か
使
わ
れ
な
か
っ

た
。
結
局
数
年
間
続
い
て
失
敗
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の

言
ヨ
肖
冒
ご
文
書
に
は
、
パ
リ
一
般
病
院
は
な
ぜ
創
設
さ
れ
た
の

か
、
こ
の
貧
民
を
監
禁
し
た
巨
大
な
施
設
は
秩
序
維
持
の
施
設
か

そ
れ
と
も
慈
善
事
業
な
の
か
、
さ
ら
に
こ
れ
は
誰
が
創
設
し
た
の

か
、
ル
イ
十
四
世
か
、
母
后
ア
ン
ヌ
・
ド
ー
ト
リ
ッ
シ
ュ
か
、
パ

リ
高
等
法
院
か
、
聖
職
者
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
ポ
ー
ル
か
、

秘
密
結
社
サ
ン
・
サ
ク
ル
マ
ン
会
社
か
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
枢
機
卿

の
姪
デ
ェ
ギ
イ
ョ
ン
婦
人
か
、
国
王
顧
問
デ
ュ
・
プ
レ
シ
ィ
・
モ

ン
バ
ー
ル
か
、
そ
の
他
こ
れ
に
か
か
わ
っ
た
様
様
な
人
物
の
役
割

と
と
も
に
、
一
般
病
院
創
設
の
為
に
当
時
三
○
万
リ
ー
ヴ
ル
と
い

う
莫
大
な
金
が
配
分
さ
れ
、
い
か
に
納
入
さ
れ
た
の
か
が
は
っ
き

り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
後
サ
ン
・
サ
ク
ル
マ
ン
会
社
の

衰
亡
、
そ
れ
に
関
与
し
た
宰
相
コ
ル
ベ
ー
ル
の
臣
下
ル
イ
・
ベ
ル

エ
等
今
回
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
さ
ら
に
掘
り
さ
げ
て
み
た
い
。

（
新
潟
市
）


